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財務部 

 
さ
つ
き
共
同
作
業
所 

多
機
能
型
事
業 

・
就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

・
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
） 

 
 ピ

ア
国
分
寺
・
共
同
生
活
援
助 

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
） 

 

ユ
ニ
ッ
ト
ピ
ア
国
分
寺 

ユ
ニ
ッ
ト
国
分
寺
コ
ー
ポ 

ユ
ニ
ッ
ト
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ 

ユ
ニ
ッ
ト
メ
ビ
ウ
ス 

・
東
京
都
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

 
 

活
用
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業 

 

地域生活支援部 
 

自
主
事
業 

・
国
分
寺
す
ず
か
け
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク 

共
同
事
業 

・
国
分
寺
あ
ゆ
み
会
（
家
族
会
）
支
援 

・
ピ
ア
活
動
支
援 

 

居住支援部 
 

通所訓練部 
 

 

去
る
5
月
22
日
、
当
会
の
監
事
に
よ
る
事

業
・
財
政
内
部
監
査
に
よ
り
昨
年
度
の
法
人
事

業
の
全
体
の
振
り
返
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
5
月
25
日
に
は
本
年
度
第
一
回
理
事
会
を

開
催
し
、
昨
年
度
の
ま
と
め
、
な
ら
び
に
今
年
度

の
展
望
を
拓
く
観
点
か
ら
の
審
議
検
討
を
種
々

行
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
経
て
今
日
あ
ら
た
な
気

持
ち
で
新
年
度
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
社

会
福
祉
法
人
の
組
織
や
事
業
運
営
に
関
す
る
改

革
が
あ
り
ま
し
た
。
従
前
の
組
織
・
事
業
運
営
を

大
き
く
改
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
テ
ー
マ
に

“
種
々
の
引
き
締
め 

”
を
軸
と
す
る
見
直
し
が

必
要
と
な
り
、
不
慣
れ
な
変
化
に
戸
惑
い
を
強

く
感
じ
た
一
年
で
し
た
。 

そ
し
て
人
事
に
関
す
る
動
き
も
様
々
あ
り
、

あ
わ
た
だ
し
い
年
と
も
な
り
ま
し
た
。
長
ら
く

お
努
め
い
た
だ
い
た
須
長
靖
夫
氏
に
代
わ
り
藤

田
英
親
理
事
長
が
就
任
し
、
執
行
組
織
内
の
大

き
な
環
境
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
現
場
の

運
営
体
制
も
離
職
や
異
動
等
に
よ
り
、
落
ち
着

き
な
く
過
ご
す
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
部
署

に
よ
っ
て
は
体
制
の
補
強
が
至
急
に
必
要
な
事

態
を
迎
え
て
も
、
な
か
な
か
体
制
が
整
え
ら
れ

ず
、
新
た
な
人
の
雇
用
に
至
る
状
況
を
容
易
に

作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
昨
年
度
末
に
近
づ
く
中
で
、
「
素
敵
な

出
会
い
と
良
縁
(?)
」
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
人

材
の
登
場
を
見
ま
し
た
。 

本
紙
で
ご
紹
介
の
新
職
員
を
皆
さ
ま
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
本
年
度
も
課
題
山
積
、
福
祉
環
境
面
で
の

改
革
は
続
行
中
で
、
国
、
自
治
体
の
施
策
も
活
発

に
動
い
て
い
ま
す
。 

特
に
次
年
度(

平
成
30
年
度)

に
予
定
さ
れ
て
い

る
各
種
関
係
法
制
の
改
正
・
施
行
、
そ
し
て
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
診
療
報
酬
の
ト
リ
プ
ル
改
定
、

さ
ら
に
医
療
・
福
祉
系
計
画
の
新
期
ス
タ
ー
ト
な

ど
、
ま
さ
に
大
き
な
節
目
を
間
近
に
控
え
、
激
動

の
様
相
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
す

べ
て
、
わ
が
国
の
「
超
々
高
齢
化
」
社
会
の
到
来

に
向
け
た
準
備
の
た
め
の
変
化
と
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
の
変
化
、
改
革
の
激

し
さ
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
的
使
命
を

見
失
わ
ず
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
切
に
思
い
ま

す
。 わ

が
法
人
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
一
昨
年
の
記
念

事
業(

式
典
等)

で
掲
げ
た
『
街
で
の
暮
ら
し
を
創

る
』
と
い
う
深
遠
な
追
求
課
題
を
改
め
て
か
み
し

め
、
ぶ
れ
な
い
組
織
づ
く
り
、
事
業
展
開
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
が
募
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                                   

 

総合施設長 

理事長 

監事 

 

評議員会 

 

理事会 

 

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

プ
ラ
ッ
ツ 

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ーⅠ

型
事
業 

・
国
分
寺
市
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業 

・
指
定
相
談
支
援
事
業 

・
東
京
都
精
神
障
害
者 

地
域
移
行
促
進
事
業 

 

ネットワーク 

推進事業部 

本
部
・
会
計
処
理
セ
ン
タ
ー 

事務局 

社会福祉法人はらからの家福祉会 組織図（平成２９年度） 

種
々
の
変
化
と
課
題
に
向
か
う 

は
ら
か
ら
の
家
福
祉
会
理
事
／
総
合
施
設
長 

伊
澤
雄
一 
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年間利用者状況 ① 相談支援延べ利用者数 9,060名 

訪問  403名    ケースカンファレンス  140名 

来所  1,011名    関係機関連絡        1,915名 

同行    160名    電話                5,358名 

メール   1名    その他            68名 

② 来所利用者数 3,966名（＊平均来所者数 15.0 / 日） 

③ プログラム 参加者数    974名 開催数   146回 

④ 宅配弁当手配   369 名 

⑤ ボランティア（実人数 9名）プログラム回数 71回 傾聴ボランティア 48回 

⑥ その他     外部会議 75回 出向・出講 213回 家族会支援等 2回 

精神保健福祉ボラ講座 6回 地域イベント 2回 

利用者の属性 １.利用者総数  357名 

地活登録利用メンバー  97名 

男性 52名 女性 45 名 新規登録 8名 更新 89名 

国分寺市内 78名 市外 18名 平均年齢 51.2歳 

２.指定相談支援事業利用者  94名 

３.障害者地域移行促進事業 個別支援利用者 60名 協力病院 10ヶ所 

退院者 18名 支援終了者 16名 

職員体制 伊澤（管理者） 奥澤（所長） 藤井  尹  角谷  猪鼻  保坂（非常勤職員） 

開館状況 ○ 開館日数  264日 

 

 

 

 

 

   

 

平成 2 8 年度地域生活支援センタープラッツ事業報告 

～
平
成
29
年
度
活
動
展
開
に
あ
た
り
～ 

 

事
業
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
職
員
体
制
で
は
異
動
や
新
規

採
用
が
あ
り
ま
し
た
。
新
体
制
と
な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

29
年
度
の
大
き
な
目
標
と
し
て
は
、
昨
年
度
か
ら
利
用
者
さ
ん
と

話
し
合
い
を
続
け
て
い
る
「
い
ご
こ
ち
の
よ
い
プ
ラ
ッ
ツ
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
」
（
交
流
室
で
過
ご
す
た
め
の
マ
ナ
ー
）
の
改
定
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
交
流

室
に
な
る
よ
う
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

「
業
務
の
効
率
化
」
も
大
事
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
複
数
の
事
業

を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
た
め
ど
う
し
て
も
混
乱
が
生
じ
や
す
い
状

況
で
す
。
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
各
事
業
に
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
調
整

が
必
要
で
す
。
い
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

 

～
平
成
28
年
度
振
返
り
～ 

28
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
利
用
者
さ
ん
が
減
っ
た
1
年

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
書
い
て
し
ま
う
と
良
く
な
い
こ
と
の

よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

が
プ
ラ
ッ
ツ
以
外
に
通
う
場
所
や
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
り
上
手
く
い
か
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
旅
立
ち
の
場
所
で
あ
り
帰
る
場
所
で
も
あ
る
、

そ
ん
な
場
所
で
あ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 



1976 年 2 月 25 日第三種郵便物許可（毎週４回月・火・木・金曜日発行）2017 年 6 月 14 日 SSKO 増巻通巻第 9634 号 

－４－ 

– 

〈
平
成
29
年
度
抱
負
〉 

現
在
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
毎
週
開
催
し
て
い
る
お
茶
会

や
、
全
ユ
ニ
ッ
ト
合
同
で
の
行
事
、
防
災
訓
練
や
健
康

診
断
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
社
会
生

活
環
境
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
居

住
支
援
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
に
つ
い
て
も
見
直

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
す
る
意
図
や
訓
練
効
果
、
防
災
へ
の
意
識
、

そ
し
て
個
別
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
あ
ら
た
め
て
捉
え

な
お
し
、
居
住
支
援
全
体
が
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
有

意
義
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
枠
組
み
や
提
供
方
法
、
ま

た
利
用
者
へ
の
周
知
等
に
つ
い
て
見
直
し
を
は
か
り
ま

す
。 

                            

 

〈
平
成
29
年
度
抱
負
〉 

           

28
年
度
か
ら
、
４
ユ
ニ
ッ
ト
の
う
ち
ピ
ア
国

分
寺
ユ
ニ
ッ
ト
の
期
限
を
３
年
か
ら
２
年
に
変

更
し
、
３
年
目
は
退
去
で
は
な
く
別
ユ
ニ
ッ
ト

へ
の
移
動
と
い
う
選
択
も
と
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
退
去
後
の
生
活
を
見
据
え
た

環
境
調
整
な
ど
『
ア
セ
ス
メ
ン
ト
重
視
の
利
用
』

に
つ
い
て
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
数
名

の
利
用
者
と
は
２
年
で
退
去
や
ユ
ニ
ッ
ト
移
動

の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
ピ
ア
国

分
寺
で
の
２
年
、
部
内
他
ユ
ニ
ッ
ト
（
ア
パ
ー
ト

タ
イ
プ
）
で
の
実
践
的
な
取
り
組
み
を
す
る
１

年
と
い
っ
た
仕
組
み
が
確
立
で
き
る
と
、
空
室

を
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
や
、
最
初
は
ア
パ
ー
ト

タ
イ
プ
で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
利
用
者
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
式
の
利
用
が
望
め
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

課
題
と
し
て
い
る
内
外
の
連
携
、
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
内
部
の
地
域
移
行
促
進
事
業
と

の
連
携
や
、
病
院
と
の
連
携
や
情
報
共
有
に
重

き
を
置
き
、
入
居
後
も
支
援
に
滞
り
が
な
い
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。 

各
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
退
去
者
は
以
下
の
通
り
で

す
。
ピ
ア
国
分
寺
（
定
員
７
名
）
入
居
者
３
名
、

退
去
者
１
名
。
国
分
寺
コ
ー
ポ
（
定
員
７
名
）
入

居
者
０
名
、
退
去
者
１
名
。
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ

（
定
員
６
名
）
入
居
者
１
名
、
退
去
者
３
名
。
メ

ビ
ウ
ス
（
定
員
６
名
）
入
居
者
４
名
、
退
去
者
５

名
。
合
計
入
居
者
８
名
、
退
去
者
１０
名
。 

ピ
ア
国
分
寺
が
東
京
都
か
ら
受
託
し
て
い
る

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
活
用
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
２６
名
（
前
年
度
１８
名
）

の
方
が
延
べ
１８４
日
（
前
年
度
２４９
日
）
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
前
年
度
に
比
べ
て
利
用
者
数
が
増

加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
用
日
数
が
減

少
し
て
い
る
の
は
、
登
録
は
し
て
い
て
も
主
に

体
調
不
良
が
原
因
で
な
か
な
か
次
の
利
用
に
進

ま
な
い
方
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

平
成
28
年
度  

ピ
ア
国
分
寺
事
業
報
告 

 
          

 
 
 
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 
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◆
「
施
設
整
備
」
増
室(

二
〇
五
号
室)

を
実
施
し
事
務
室
、
相
談
室
兼
静
養
室
を

確
保
し
ま
し
た
が
、
事
務
室
が
一
階
と
二

階
に
分
か
れ
る
こ
と
で
迅
速
な
情
報
の

共
有
と
い
う
面
で
は
課
題
が
残
り
ま
す
。 

二
〇
五
号
室
に
は
震
災
時
の
安
全
を
意

識
し
た
備
付
け
の
書
庫
を
設
け
、
鍵
管
理

の
も
と
個
人
情
報
等
の
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
隣
室
と
容
易
に
往
来
で

き
る
ド
ア
を
設
け
た
こ
と
で
、
避
難
ル
ー

ト
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
作
業
・
訓
練
中

の
体
調
不
良
等
緊
急
対
応
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。 

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
で
の
事
業
紹
介

や
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
で
求
人
掲
載
を
し
て
頂
い
た

こ
と
で
、
新
た
に
三
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
増
員
が
か
な
い
各
種
作
業
等
に
協
力

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
常
勤
職
員
は
、
平

成
二
十
九
年
度
か
ら
の
増
員
は
見
込
め

る
も
の
の
、
平
成
二
十
八
年
度
は
厳
し
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。 

◆
職
員
の
個
別
目
標
が
定
着
し
た
こ
と

で
各
々
が
職
務
に
責
任
を
持
ち
、
働
き
や

す
い
職
場
を
全
員
で
目
指
す
姿
勢
が
継

続
出
来
て
き
て
い
ま
す
。
研
修
や
勉
強
会

等
の
振
返
り
を
職
員
会
議
内
で
行
い
、
情

報
共
有
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
て
て

い
ま
す
。 

◆
「
就
労
継
続
Ｂ
」
室
内
作
業
工
賃
を
ア

ッ
プ
し
た
こ
と
で
作
業
参
加
者
が
増
え

ま
し
た
。
自
主
製
品
制
作
の
参
加
者
も
増

え
、
商
品
の
質
の
向
上
に
取
り
組
み
、
東

京
都
福
祉
保
健
局
主
催
の
『
福
祉
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ 

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
』
で

の
販
売
を
開
始
す
る
な
ど
販
路
拡
大
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
リ
タ
リ
コ
ワ
ー
ク
ス

府
中
の
協
力
の
も
と
『
お
仕
事
準
備
グ
ル

ー
プ 

Ｓ
Ｗ
Ｐ
Ｇ
』
を
月
一
回
実
施
し
た

こ
と
で
就
労
の
意
識
が
高
ま
り
、
四
人
が

国
分
寺
市
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
て
就
労
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

◆
「
生
活
訓
練
」
利
用
期
限
や
生
活
の
安

定
向
上
に
よ
り
八
人
が
他
事
業
へ
移
行

し
ま
し
た
。
生
活
訓
練
の
利
用
希
望
者
が

減
り
、
平
成
二
十
九
年
度
は
定
員
の
確
保

が
見
込
め
ず
、
利
用
定
員
の
見
直
し
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で

も
、
必
要
な
支
援
と
判
断
し
、
地
域
移
行

支
援
の
一
環
と
し
て
近
隣
の
精
神
科
病

院
に
入
院
中
の
三
人
の
方
の
受
入
れ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
利
用
者
主
体
で
立
案
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
就

労
継
続
支
援
Ｂ
の
利
用
者
に
も
参
加
枠

を
広
げ
て
い
る
た
め
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

も
参
加
者
は
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
通

所
拒
否
の
方
を
訪
問
支
援
に
変
え
る
こ

と
で
利
用
の
継
続
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

新
規
利
用
の
二
人
を
含
め
三
人
の
訪
問

支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

  

平
成
29
年
度 

事
業
計
画 

◆
「
運
営
」 

地
域
や
行
政
か
ら
の
支
援

に
よ
り
、
自
主
製
品
の
制
作
に
加
え
商
品

開
発
、
販
路
拡
大
な
ど
も
急
務
に
な
っ
て

い
ま
す
。
訓
練
と
し
て
の
作
業
を
重
視
し

外
注
加
工
品
の
取
入
れ
な
ど
、
自
主
製
品

の
制
作
や
販
売
の
中
長
期
計
画
を
立
て

ま
す
。 

生
活
訓
練
の
訪
問
支
援
に
つ
い
て
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
営
業
活
動

を
行
い
ま
す
。 

◆
「
職
員
配
置
」
配
置
基
準
は
満
た
し
て

い
ま
す
が
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大
型
車
の
運

転
が
出
来
る
支
援
員
が
不
足
し
て
い
る

た
め
求
人
を
継
続
し
ま
す
。 

訪
問
支
援
に
適
う
職
員
を
育
成
し
訪

問
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

◆
「
研
修
」
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
取
り
入

れ
た
育
成
計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

◆
「
就
労
継
続
Ｂ
」
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
販
売

強
化
に
努
め
工
賃
の
安
定
支
給
を
目
指

し
ま
す
。
国
分
寺
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ホ
ッ
チ
」
の
商
品
化
を
行
い
売
り

込
み
を
行
い
ま
す
。 

各
所
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

一
般
就
労
を
目
指
す
利
用
者
に
対
し
て

勉
強
会
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
実

施
し
年
間
就
職
者
二
名
を
目
指
し
ま
す
。 

◆
「
生
活
訓
練
」
通
所
支
援
で
は
、
個
別

の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
し
つ
つ
グ
ル
ー
プ

で
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
生
か
し
、
必
要
に

応
じ
て
講
師
を
招
き
な
が
ら
、
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
・
開
発
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。 

訪
問
支
援
で
は
、
関
係
機
関
へ
の
情
報
発

信
を
継
続
し
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て

充
実
し
た
社
会
生
活
の
安
定
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
通
所
・
訪
問
共
に
、
、
生
活
の
幅

を
広
げ
る
こ
と
で
、
充
実
し
た
日
常
生
活

を
地
域
で
継
続
し
て
お
く
る
た
め
の
支

援
を
行
い
ま
す
。 

平
成
28
年
度
さ
つ
き
共
同
作
業
所
事
業
報
告 

 
 

就
労
継
続
支
援
B
型
／
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
） 
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
が
始
ま
り
４
年
目
も

又
、
沢
山
の
方
々
の
お
力
を
頂
き
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

本
事
業
の
目
的
は
、
地
域
で
の
医
療
と
保
健
・
福

祉
の
効
果
的
な
連
携
推
進
で
す
。
具
体
的
に
は 

①
「
地
域
社
会
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
為
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」
と
い
う
理
念
を
も
つ

国
分
寺
す
ず
か
け
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
け
る
業
務 

②
地
域
連
携
の
１
つ
で
あ
る
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

多
摩
」（
立
川
・
国
立
・
府
中
・
国
分
寺
の
福
祉
・
保

健
・
医
療
連
携
）
へ
の
積
極
的
参
加 

③
地
域
の
家
族
会
で
あ
る
国
分
寺
あ
ゆ
み
会
へ
の
協

力
と
協
働 

④
ピ
ア
と
の
協
働 

等
で
す
。 

  

平
成
２８
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
報
告 

 ①
医
療
の
現
場
に
お
い
て
福
祉
的
視
点
を
持
っ
た
多

職
種
チ
ー
ム
で
、
行
政
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
等
の

様
々
な
力
を
で
き
る
だ
け
頂
き
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
、
関
係
者
と
と
も
に
、
地
域
で
生
き
る
生
活
者
と

し
て
何
が
必
要
か
を
考
え
、
デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
看
護
・

外
来
相
談
等
に
あ
た
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。 

②
「
ち
た
ま
精
神
保
健
医
療
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
精
神
の
病
を
抱
え
る
以
上
に
問
題
の
深
い
孤
立

に
つ
い
て
考
え
、
内
谷
正
文
氏
に
よ
る
薬
物
依
存
症

を
テ
ー
マ
に
し
た
一
人
芝
居
を
上
演
し
ま
し
た
。
又

お
互
い
顔
の
見
え
る
関
係
に
な
る
よ
う
に
し
て
、
チ

ー
ム
と
な
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
生
活
を
支
援
す
る
よ

う
考
え
て
い
ま
す
。 

③
引
き
続
き
あ
ゆ
み
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
水
曜
家
族
相

談
会
に
、
当
会
の
各
部
門
と
国
分
寺
す
ず
か
け
心
療

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
、
相
談
員
と
し
て
協
力
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
会
長
交
代
と
い
う
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
た
国
分
寺
あ
ゆ
み
会
で
、
新
会
長
、
新
副

会
長
を
は
じ
め
役
員
の
方
々
と
、
多
く
の
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
当
事
者
を
大

事
に
し
な
が
ら
会
員
同
士
で
支
え
合
い
、
逞
し
く
生

き
て
い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
い
う
、
恵
ま

れ
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

ま
た
家
族
相
談
会
を
き
っ
か
け
に
、
学
芸
大
の
福

井
先
生
の
招
き
で
、
精
神
病
床
数
が
世
界
一
で
あ
る

多
摩
地
区
の
い
く
つ
か
の
病
院
と
、
標
準
版
家
族
心

理
教
育
研
修
会
ｉ
ｎ
多
摩
（
３
月
１１
日-

１２
日
）
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

④
国
分
寺
す
ず
か
け
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
ピ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
日
常
的
に
仕
事
を
し
、
さ
つ
き
共
同
作

業
所
に
お
い
て
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
（
元
気
回
復
行
動
プ
ラ

ン
）
を
一
緒
に
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

  平
成
２９
年
度
抱
負 

 

国
分
寺
あ
ゆ
み
会
や
国
分
寺
す
ず
か
け
心
療
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
同
じ
釜
の
飯
を
今
後
も
食
う
姿
勢

で
、
日
常
業
務
に
丁
寧
に
臨
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

                                                  

 

平
成
29
年
度
抱
負 

      

 

平
成
28
年
度 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
部
事
業
報
告 
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新
職
員
紹
介 

初
め
ま
し
て
。
今
年
度
の
４
月
よ
り
、

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ッ
ツ
の

職
員
に
な
り
ま
し
た
小
野
寺
倫
子
で
す
。 

出
身
は
宮
城
県
で
、
何
も
な
い
田
舎
で

す
く
す
く
と
育
ち
、
大
学
進
学
と
同
時
に

東
京
に
出
て
き
ま
し
た
。。 

好
き
な
事
や
趣
味
は
、
あ
り
き
た
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
音
楽
鑑
賞
で
す
。
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
に
行
く
こ
と
が
、
す
ご
く
好
き

で
す
。
休
日
は
一
人
で
も
、
友
人
と
で
も

参
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
に
行
く

こ
と
も
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
色
々

な
場
所
に
行
き
た
い
な
と
考
え
て
ま
す
。

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
が
行
っ
て
よ
か

っ
た
場
所
の
お
話
な
ど
、
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。 

小
さ
い
頃
か
ら
、
人
と
話
す
こ
と
が
好

き
な
子
ど
も
で
し
た
。
こ
の
先
も
、
人
と

関
わ
り
あ
う
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
何
事

に
も
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

至
ら
ぬ
こ
と
も
多
く
皆
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

                              

 

さ
つ
き
共
同
作
業
所
非
常
勤
職
員
の 

須
田
忠
男
で
す
。 

私
は
７４
歳
、
信
条
は
〝
何
事
に
も
一
生

懸
命
、
真
面
目
に
、
努
力
す
る
〟
こ
と
で
す
。

で
も
な
か
な
か
出
来
て
い
な
い
事
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
私
の
愛
読
書
の
一
つ
に
、
遠

藤
周
作
の
「
お
バ
カ
さ
ん
」
と
い
う
小
説
が

あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
ガ
ス
ト
ン
が
、

突
然
、
日
本
に
や
っ
て
き
て
片
言
の
日
本
語

で
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
係
わ
っ
て
い
く
、

そ
ん
な
ガ
ス
ト
ン
を
バ
カ
み
た
い
と
思
い

な
が
ら
も
気
に
し
な
く
て
は
い
ら
れ
な
い

私
が
い
る
と
い
う
設
定
の
物
語
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
ガ
ス
ト
ン
は
〝
バ
カ
〟
な

人
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ガ
ス
ト
ン

は
決
し
て
〝
バ
カ
〟
で
は
な
く
〝
お
バ
カ

さ
ん
〟
で
あ
り
、
〝
バ
カ
〟
と
〝
お
バ
カ
さ

ん
〟
の
違
い
が
な
ん
と
な
く
読
者
に
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
小
説
を
読
み
、
ガ
ス
ト

ン
の
よ
う
な
生
き
方
が
で
き
れ
ば
す
ば
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
私
自
身
が
馬
鹿
正

直
な
人
間
で
あ
り 

続
け
た
い
と
思
い
、 

私
の
信
条
の
も
と 

に
な
っ
て
お
り
ま 

す
。 

 
 

                              

 

4
月
よ
り
さ
つ
き
共
同
作
業
所
で
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
山
口
愛
で
す
。 

前
職
は
主
に
広
告
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
業

務
を
し
て
お
り
ま
し
た
。 

福
祉
の
道
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
私

自
身
が
片
親
で
育
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
こ

れ
ま
で
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
、
ま
た
近
年
、
親
し
く
な
っ
た
方
が

心
の
病
を
持
っ
て
い
た
り
、
心
の
病
を
持

つ
ご
家
族
と
住
ん
で
い
た
友
人
が
緊
急
時

に
う
ち
に
避
難
し
て
き
た
こ
と
等
が
重
な

り
、
自
分
も
病
気
や
支
援
の
こ
と
に
つ
い

て
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
先
で

精
神
保
健
福
祉
士
の
方
に
お
話
を
伺
う
機

会
が
あ
り
自
分
自
身
も
支
援
者
に
な
り
た

い
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
は
ら
か
ら
の
家
福
祉
会
と

の
ご
縁
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

                              

 

皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
毛
塚
和
英
と
申

し
ま
す
。 

１３
年
間
、
精
神
科
病
院
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
個
人

ワ
ー
ク
と
し
て
成
年
後
見
活
動
や
自
殺
対

策
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
も
し
て
い
ま
す
。
得
意

な
も
の
は
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
ス
キ

ー
と
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
学
生
時
代
に
バ

イ
ト
と
し
て
も
し
て
い
ま
し
た
。 

名
前
が
珍
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
「
手
」

で
な
く
「
毛
」
で
す
。
毛
と
い
え
ば
「
多
い
・

少
な
い
」
と
数
の
話
に
よ
く
な
り
ま
す
が
、

人
の
髪
の
毛
は
約
６
～
１０
万
本
生
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
続
い
て
「
出
会
い
の
数
だ
け

人
は
…
。
」
と
出
会
い
も
数
の
話
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
何
ら
か
の
接
点
を
持
つ

人
と
の
出
会
い
は
約
３
万
人
だ
そ
う
で
す
。

…
髪
の
毛
よ
り
も
少
な
い
ん
で
す
ね
。 

福
祉
の
仕
事
は
他
の
仕
事
に
比
べ
、
人
と

出
会
う
機
会
が
多
い
仕
事
か
と
思
い
ま
す
。

は
ら
か
ら
の
家
福
祉
会
で
働
く
か
た
わ
ら
、

数
少
な
い
出
会
い
を
同
胞
と
い
う
形
で
皆

さ
ん
と
お
会
い
で
き
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。 

こ
ん
な
人
間
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                              

 

 



                                                                                          

＜平成２８年度１１月から３月の間に賛助会費をご納入頂いた皆様（順不同 敬称略）＞ 

池谷 敏子 石川 義博 石倉 菊子 伊藤 善尚 伊藤 陽子 岡本 公子 川島 章子   

北村 道子 近藤 節朗 佐藤 久夫 杉山 健治 高見 法孝 竹内 幸子 丹野 章子  

塚田 弥生 春口 明朗 藤田 英親 山岸 琴美 山田 正則 横山 隆作  

伊藤 順一郎 倉田 良志子 目加田 敏浩 渡辺 千代子  

小平神明宮社務所   株式会社円グループ  地域福祉研究会 ゆきわりそう 

長谷川病院 医療社会事業部  吉祥寺病院 医療相談室  多摩棕櫚亭協会 

匿名 １名 

                                        敬称略 

 

 会員の皆様、本当にありがとうございました。今後ともなにとぞ宜しくお願い致します。 

   

２８年度はらからの家福祉会賛助会決算報告   単位：円 

支     出           収    入 

    一般物品費    14,148   賛助会費収入    450,000 

    雑   費    23,657  （76名） 

役  務  費    10,000       受取利息           0 

郵便手数料     8,550      その他の雑収入          0 

法人寄附    410,000 

当期繰越金    35,168   前期繰越金      51,523 

合    計        501,523        合  計         501,523 

 

※郵便振替用紙を同封させていただきましたので、平成２９年度賛助会費、何口でも結構

ですのでお振込みいただけると幸いです。会費をご納入いただいた方のお名前を本紙に掲

載させていただいておりますので、匿名希望の場合はその旨通信欄にお書きください。 
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はらからの家福祉会ホームページ 

http://harakaranoie.com/ 

【編集人】社会福祉法人はらからの家福祉会 

     〒185-0021 

     東京都国分寺市南町 3-4-4 

     ＴＥＬ 042-323-5637 

【発行人】障害者団体定期刊行物協会 

    〒157-0072 

    東京都世田谷区祖師谷 3-1-17-102 
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編集後記 

 

初夏の風に肌も汗ばむころ、

これからが夏本番ですね！ 

カラダもココロもＨＯＴにす

ごせるといいなぁ… 

 

編集委員一同 

―８― 


